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◆ カーボンニュートラルを背景に、自動車をはじめとした様々なモビリティの電動化が求められている中で、重機、建機、船舶等の大
型モビリティへの搭載に適した、高入出力、長寿命、高安全等の特性を有する新たな蓄電池が求められている

本事業の位置づけ・意義



＜評価項目１＞研究開発ビジョン及び研究開発構想の実現に向け
た研究開発課題の達成目標や内容の妥当性

(1) 達成目標の妥当性

(2) 知的財産・標準化戦略
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本事業実施計画書に記載された達成目標の内容と、その設定理由
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１．研究開発ビジョン及び研究開発構想の実現に向けた達成目標や内容の妥当性 （１）達成目標の妥当性

時期 設定目標 設定理由

2024年度：
ステージゲート

開発する各種材料に対し、入力密度 10kW/L、出力密度 5kW/L、充電受入性 5C、環境温度-30～
70℃での作動及び 25℃における入出力サイクル 10 万回を実現する材料仕様を策定、1Ah級の小型
セルを試作し、入力密度 10 kW/L、出力密度 5 kW/L、エネルギー密度 400 Wh/L*1、充電受入性 

5C（ΔSOC50％）、サイクル寿命 10万回（Δ SOC50%、維持率 80%、25℃）を実証する。寿命
は数千回のサイクル評価を行い、劣化予測式を構築することで数千回のサイクルから10万回後の容量維
持率を見込む。 

開発した材料及び設計・評
価技術すべてを統合し、大
型セルと相関性の高い1Ah

級セルを用いることで目標性
能を実証

2025年度：
中間評価

上記ステージゲートで選定した材料に開発したハイパワー高容量セル、電極製造、およびセル製造技術を
組合せ、10Ah級のプロトタイプセルを試作する。試作した10Ah級セルにて入力密度 10 kW/L、出力密
度 5 kW/L、エネルギー密度 400 Wh/L*1、充電受入性 5C（ΔSOC50％）、-30～70℃での温度
耐久性及びサイクル寿命10万回（ΔSOC50%、維持率 80%、 25℃）を実証する。寿命は数千回の
サイクル評価を行い、2024年度のステージゲートで構築した劣化予測式を活用することで数千回のサイク
ルから10万回後の容量維持率を見込む。

材料合成～電極分散～電
極作製～セル試作のプロセ
スをスケールアップし、実仕様
となる大型セルで目標性能を
実証

2027年度：
事後評価

中間評価で機能を実証したプロトセルを用いたパックを試作、原理検証用の急速充電対応可能な10～
100kWh の小型電池パックを開発する。但し、パック容量は対象とするアプリケーションにより決定するため、
現時点では可能性のある容量範囲を例示している。5C レートにおける急速充電性能、車両を模擬した
入出力性能や冷却成立性など、パックとしての車両要求特性を性能実証する。

大型セルを複数組み合わせ
たパックを構築し、社会実装
を視野に入れたアプリケーショ
ンにおけるパック性能を実証 

*1: 電極素子エネルギ密度として（外装やタブ・電極未塗工部を除く）



プロジェクトとしての研究開発成果の権利化／秘匿化／公表等の取扱い方針
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１．研究開発ビジョン及び研究開発構想の実現に向けた達成目標や内容の妥当性 （２）知的財産・標準化戦略

「NEDO 経済安全保障重要技術育成プログラムにおける 知財マネジメント基本方針」に基づき、
研究開発成果の権利化／秘匿化／公表等の取扱い方針を作成した。各研究開発成果につ
いて、本方針に基づき、成果の社会実装を見据えて取扱いを判断している。



＜評価項目２＞研究開発課題の達成目標に向けた進捗状況

(1) 研究開発課題の達成目標に向けた進捗状況（国内外との比較を含む）

(2) 今後の見通し（多様な分野における実現可能性含む）
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10Ah以上のプロトタイプセルを作製し、中間目標達成を確認
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２．研究開発課題の達成目標に向けた進捗状況 （１）研究開発課題の達成目標に向けた進捗状況（国内外との比較を含む）

目標性能 実測性能／達成状況 優位性

素子エネルギ
密度

400 Wh/L 405 Wh/L 〇 高容量型LFP電池、高出力型LIBと同等エネルギを達成

パワー密度
入力：10 kW/L 12.0 kW/L 〇

回生入力・急速充放電に優れる高入出力特性を達成
出力： 5 kW/L 6.1 kW/L 〇

充電性能
5C 

(ΔSOC50%)

5C
(ΔSOC87.9％)

〇 Liデンドライトによる劣化や安全性への懸念がない

作動温度 -30～70℃ -30～70℃ 〇 -30℃でも作動可能な低温特性

サイクル寿命※
10 万回

（ΔSOC50%、維持率 80%、
25℃）

13万回～ 〇
従来LIBでは達成困難な5C/2Cの連続急速充放電にお
いて10万回以上の長寿命を実証

※ サイクル寿命は、数千回のサイクル評価を行い、劣化予測式による予測により、13万回以上（ΔSOC=50％, 維持率80％, 25℃）の見込みを得た。



電極素子エネルギ密度及び入出力密度の根拠となる実験データ
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電極素子 エネルギー密度 400Wh/L以上実証 入力密度 10kW/L、出力密度 5kW/L以上実証

２．研究開発課題の達成目標に向けた進捗状況 （１）研究開発課題の達成目標に向けた進捗状況（国内外との比較を含む）

電極素子エネルギー密度
400Wh/L

25℃ 25℃



各アプリケーション事業者との会話を通しTCO低減に対する開発電池の有効性を確認
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２．研究開発課題の達成目標に向けた進捗状況 （２）今後の見通し（多様な分野における実現可能性含む）

鉱山トラック：有効性指標TCO算出（15年） 小型フェリー：有効性指標TCO算出 (20年）

メンテナンスコスト

燃料＆電力コスト

機体購入コスト

（参考）電池＋架線
一般LIB：11回交換

DE発電＋架線
既存

電池＋架線
開発電池：0回交換

（参考）DE機械駆動
既存

完全電動
一般LIB：5回交換

完全電動
開発電池：0回交換

約10%低減
約20%低減



開発電池の実用化に向けたアプローチ

⚫ 電池技術のコモディティ化が進む中、高入出力化、長寿命化、高安全化、急速充電による電池搭載量の最小化（コスト削
減、軽量化による省エネ、居室・荷室スペースの拡大）といった他社とは異なるアプローチで、差別化を図る。

⚫ 商用用途では、稼働率・TCO（総所有コスト）が重視されるため、急速充電が可能で、長寿命である本開発電池の特徴
を活かした適用先を様々な領域で検討し、従来電池に対するメリットを示すことで、ユーザー獲得に向けた活動を実施予定。

⚫ ヘビーデューティ環境下でも、パワー性能と高信頼性を両立する蓄電池を既に市場に提供しているチャネルを活かし、本技術
成果でアプリケーションを拡張。

⚫ 寿命×急速充電の活用で、電池サービス化を促進、電源のサブスクリプション、リースなどを活用した新事業形態の創出に取
り組む。

重機・建機
ドローン データセンター

バス・鉄道

EV充電スタンド

大型トラック

船舶・港湾クレーン

<適用先候補>

■過酷環境・広い温度域で利用可

■超急速充電・パワーで搭載量削減

■初期コスト偏重からライフサイクルでのコスト(TCO)、

カーボンフットプリント(CFP)低減へ転換促進

２．研究開発課題の達成目標に向けた進捗状況 （２）今後の見通し（多様な分野における実現可能性含む）
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＜評価項目３＞マネジメント

(1) 実施体制

(2) 研究資金の効果的、効率的な活用

(3) 国民との科学・技術対話に関する取組
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実施体制

３．マネジメント （１）実施体制の構築状況

事業前半では、材料合成、電極製造、セル構造に知見を有する再委託先と連携し、材料およびセル開発、セルの性能検証を実施した。
事業後半は、システムでの性能実証に取り組むことで、社会実装に向けて開発を加速する。
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2023年度～2024年度 2025年度以降

NEDO

株式会社
東芝

一般財団法人

ファインセラミック
スセンター

三菱鉛筆
株式会社

エナックス
株式会社

PO

指示・協議

委託

NEDO

株式会社
東芝

一般財団法人

ファインセラミック
スセンター

PO

指示・協議

委託

再委託 再委託

材料合成 電極製造 セル製造 材料合成
（2025年度のみ）



既存設備・外注・シミュレーションの活用で効率的な研究開発を推進
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既存設備の有効活用 シミュレーション活用

外注の有効活用

・小型充放電装置
・インピーダンスアナライザー
・各種分析機器
・塗液分散装置（再委託先）

使用頻度の高い既存設備を効率的に
有効活用することで、研究開発を推進

・モデルベースシミュレーション構築
・セル特性及び性能の把握
・セル寿命特性の予測
・システムモデルと繋いだアプリケーションの有効性検証

モデルベースシミュレーションを構築、セル設計への
活用や、実験前に予測性能を把握、各開発項目と
連携することで、開発サイクルを短縮化

開発要素のない加工作業、特殊装置や
知識を必要とする分析など、外注を活用
することで、設備費・人件費を削減

・専門知識・特殊装置を必要とする化学分析
・開発要素のない材料合成・電極塗工
・加工装置等のジグ製作（再委託先）

３．マネジメント （２）研究資金の効果的、効率的な活用



学会や展示会を活用した成果公表を通じて、国民との技術対話を実施
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３．マネジメント （3）国民との科学・技術対話に関する取組

⚫ 第66回電池討論会にて成果の一部を発表、東芝主催イベントにてパネル展示を実施。

⚫ 今後、展示会等への出展、講演、東芝レビュー（東芝グループの先端技術開発の取り組み
や技術成果を紹介する技術論文誌）への投稿を通じて、主に産業界と技術対話を予定。
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